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原文

https://www.100test.com/kao_ti2020/146/2021_2022__E3_80_8A_

E5_A4_A2_E5_8D_81_E5_c105_146236.htm こんなをた。腕を

して枕元に坐(すわ)っていると、仰向(あおむき)に寝た女が

、静かな声でもう死にますと云う。女はいを枕に敷いて、

郭(りんかく)の柔(やわ)らかな瓜(うりざね)(がお)をその中

に横たえている。真白なの底に温かい血の色がほどよく差

して、唇(くちびる)の色は赤い。とうてい死にそうにはえ

ない。しかし女は静かな声で、もう死にますと判然(はっき

り)云った。自分も(たしか)にこれは死ぬなと思った。そこ

で、そうかね、もう死ぬのかね、と上から(のぞ)きむよう

にしていてた。死にますとも、と云いながら、女はぱっち

りと眼を(あ)けた。大きな(うるおい)のある眼で、い睫(ま

つげ)に包まれた中は、ただ一面に真であった。その真な

眸(ひとみ)の奥に、自分の姿が(あざやか)に浮かんでいる。

自分は透(す)き(とお)るほど深くえるこの眼の色(つや)を眺

めて、これでも死ぬのかと思った。それで、ねんごろに枕

の傍(そば)へ口を付けて、死ぬんじゃなかろうね、大丈夫

だろうね、とまたき返した。すると女はい眼を眠そうにた

まま、やっぱり静かな声で、でも、死ぬんですもの、仕方

がないわと云った。じゃ、私(わたし)のがえるかいと一心(

いっしん)にくと、えるかいって、そら、そこに、写ってる

じゃありませんかと、にこりと笑ってせた。自分はって、

を枕からした。腕をしながら、どうしても死ぬのかなと思

った。しばらくして、女がまたこう云った。「死んだら、



埋(う)めて下さい。大きな真珠で穴を掘って。そうして天

から落ちて来る星の破片(かけ)を墓(はかじるし)に置いて下

さい。そうして墓の傍に待っていて下さい。また逢(あ)い

に来ますから」自分は、いつ逢いに来るかねといた。「日

が出るでしょう。それから日が沈むでしょう。それからま

た出るでしょう、そうしてまた沈むでしょう。——赤い日

がから西へ、から西へと落ちて行くうちに、——あなた、

待っていられますか」自分はって首肯(うなず)いた。女は

静かな子を一段り上げて、「百年待っていて下さい」と思

い切った声で云った。「百年、私の墓の傍(そば)に坐って

待っていて下さい。きっと逢いに来ますから」自分はただ

待っていると答えた。すると、い眸(ひとみ)のなかに(あざ

やか)にえた自分の姿が、ぼうっと崩(くず)れて来た。静か

な水がいて写る影を乱したように、流れ出したと思ったら

、女の眼がぱちりとじた。い睫(まつげ)のからがへ垂れた

。——もう死んでいた。自分はそれから庭へ下りて、真珠

で穴を掘った。真珠は大きな滑(なめら)かな(ふち)の(する)

どいであった。土をすくうたびに、のに月の光が差してき

らきらした。湿(しめ)った土の(におい)もした。穴はしばら

くして掘れた。女をその中に入れた。そうして柔らかい土

を、上からそっとけた。けるたびに真珠のに月の光が差し

た。それから星の破片(かけ)の落ちたのを拾って来て、か

ろく土の上へせた。星の破片は丸かった。い大空を落ちて

いる(ま)に、角(かど)が取れて滑(なめら)かになったんだろ

うと思った。抱(だ)き上(あ)げて土の上へ置くうちに、自分

の胸と手が少し暖くなった。自分は苔(こけ)の上に坐った



。これから百年のこうして待っているんだなと考えながら

、腕をして、丸い墓石(はかいし)を眺めていた。そのうち

に、女の云った通り日がから出た。大きな赤い日であった

。それがまた女の云った通り、やがて西へ落ちた。赤いま

んまでのっと落ちて行った。一つと自分は勘定(かんじょ

う)した。しばらくするとまた唐(からくれない)の天道(てん

とう)がのそりと上(のぼ)って来た。そうしてって沈んでし

まった。二つとまた勘定した。自分はこう云うに一つ二つ

と勘定して行くうちに、赤い日をいくつたか分らない。勘

定しても、勘定しても、しつくせないほど赤い日がの上を

通り越して行った。それでも百年がまだ来ない。しまいに

は、苔(こけ)の生(は)えた丸い石を眺めて、自分は女に欺(

だま)されたのではなかろうかと思い出した。すると石の下

から斜(はす)に自分の方へ向いて青い茎(くき)が伸びて来た

。るにくなってちょうど自分の胸のあたりまで来て留まっ

た。と思うと、すらりと(ゆら)ぐ茎(くき)の(いただき)に、

心持首を(かたぶ)けていたい一の蕾(つぼみ)が、ふっくらと

弁(はなびら)をいた。真白な百合(ゆり)が鼻の先で骨に(こ

た)えるほどった。そこへ遥(はるか)の上から、ぽたりと露(

つゆ)が落ちたので、花は自分の重みでふらふらといた。自

分は首を前へ出して冷たい露の滴(したた)る、白い花弁(は

なびら)に接吻(せっぷん)した。自分が百合からをす拍子(ひ

ょうし)に思わず、い空をたら、(あかつき 100Test 下载频道
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